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Pi 2地磁気脈動は磁気圏嵐オンセットの良い指標であるか？

Are Pi 2s  still a good indicator of magnetospheric substorm onsets ?
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Pi 2地磁気脈動が磁気圏嵐オンセットの良い指標であるかを調べるために、環太平洋地磁気ネットワークのデー
タ解析研究を行った。解析結果から、真夜中( 2 3 - 0 1時）の低緯度Pi 2はオーロラブレイクアップの良い指標ではあ
るが、真夜中から離れるに従って、Pi 2の”伝播”効果のために一対一の対応が悪くなっていることが明らかにな
った。従って、１観測点での低緯度Pi 2を用いた磁気嵐のオンセットの同定には注意を要すると結論される。

Pi 2地磁気脈動が磁気圏嵐オンセットの良い指標であるかを調べるために、環太平洋地磁気ネットワークのデー
タ解析研究を行った結果、以下のようなことが明らかにされた。（１）地上で観測されるPi 2地磁気脈動は、高緯
度、中緯度、低緯度、磁気赤道域に発生する様々な電磁流体波動モードの重ね合わせであり、各々のモードは固
有の伝播（時間）特性と空間的な発生特性を示している。（２）Pi 2の見かけ上の伝播時間差や到達時間の遅れが、
環太平洋ネットワーク上で経度方向と緯度方向に観られるが、それらの時間差はあっても１００秒以内である。

（３）P O L A R衛星で同定されたオーロラブレイクアップとPi 2のオンセットとの一対一対応を調べた結果、低緯度
の１観測点で観ていると、観測点が夜側( 2 0 - 0 3時）と真夜中（ 2 3 - 0 1時）に位置するときの対応率は各々７９％と
１００％である。また、６６％のイベントで１分以内に低緯度Pi 2とオーロラブレイクアップとは同時発生し、８
５％のイベントは２分以内に発生している。


